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１. 研究概要 
 本研究は、ファッションの概念を再創造することを⽬的とする。ファッション産業にお
ける筆者の約 30 年に及ぶ経験を「わたしの物語」として記述し（プロセス１）、それを
媒介として対話を⾏い（プロセス２）、その記録を振り返り再解釈する（プロセス３）三
つのプロセスを通じて、経済価値と消費が⽀配的であるファッションの解釈を問い直すこ
とを試みる。プロセス２において、対話に参加する２⼈が観察者と被観察者の関係ではな
く、共に主体となるエスノグラフィーの⼿法（デュオ・エスノグラフィー）とその考え⽅
を採⽤し、筆者が記述した「わたしの物語」を媒介に対話を⾏う。この対話が、筆者と対
話者の双⽅に視座の変化をもたらし、その変化を通じてファッションの新たな解釈が⽣ま
れることを意図する。 
 
2. 本年度の研究成果 

 ファッションの現状を「再帰的近代化」という歴史的状況に位置付け、次に、ファッショ
ン研究における問題として、ファッションをつくる、ファッションを着る経験をその内側か
ら、⼈間の営みとして捉える解釈枠組の不在を指摘した。これらの議論を踏まえ、ファッシ
ョンの概念を再創造するために、３つのプロセスによる⽣成的循環を研究の⽅法としてデ
ザインし実践を⾏った。プロセス１では、記憶の断⽚を拾い上げながら、筆者⾃⾝が「ファ
ッションをつくる」実践者として経験した、1980 年代の後半から現在の約 30 年にわたる
ファッションの社会的世界とその変容を、約９万字、40 シーンから構成される「わたしの
物語」として著述した。「わたしの物語」は、「わたし」がどのようにファッション産業の
社会的世界を経験したのかを、経験の内側から⽣々しく著述したものである。プロセス２で
は、双⽅が主体となる対話者との協同をおこなった。対話者に「わたしの物語」を読んでも
らうことに加えて、筆者が作成した 40枚のカード（図１）に対話者がコメントを書き⼊れ
（図２）、それらを対話者の視点でグルーピングしてもらった。その上で、対話を⾏い記録



した。カードは、「わたしの物語」のシーンごとに、キーワードをハガキ⼤のカードに落と
し込んだものである。 

図 1 ６分類したキーワードを流し込んだカードの例（ハガキ⼤サイズ） 
 

図 2 ＜シーン 16：共感とコミュニティ＞のカードへの対話者によるメモ 

 
プロセス３の対話の記録を振り返る実践を通して、現在の「わたし」が、⾃⼰が過去に⾏っ
た「経済活動」という意味づけを明確に⾃⼰認識し、「経済活動」というファッションへの
意味づけから解放される変化がおこった。これらの変化により、多くの「別のわたしの物語」



の可能性と、何度でも書き換える可能性、そして多様な選択肢の中にファッションの新たな
概念の萌芽を⾒出した。おこった変化と発⾒を、「わたしの物語」と対話の記録を引⽤しな
がら提⽰し、変化した「わたし」が最終シーンに新たなパラグラフを付け加え、「わたしの
物語」を書き換え、振り返りを締めくくった。 
 研究の結論として、経済的な価値としてのファッションから、⼈間の創造の営みとしての
ファッションへと、ファッションの概念を再創造し提⽰をした。そして、本研究を実践して
きた「わたし」⾃⾝の模索する姿勢と⽅法を「再帰的創造（Reflexive Creation)」と名付け、
⼀つの創造のあり⽅として提案した。 
 最後に、プロセス１ で著述した「わたしの物語」を、論⽂の枠組みを超えて開いていき
たいため、作品としてデザインし、関係者に配布できるようプロトタイプを作成した（図
３）。本の装丁は、「閉じる（綴じる）ではなく開く」、「書き換え続ける」、「重ね合わ
せる」という研究の姿勢と⽅法を表現している。この物語を単に分析対象としてまなざすだ
けではなく、より多くの⼈に、ファッションの社会的世界の景⾊を共有し、ファッションと
は何か、「ファッションをつくる」とは何かを、「わたし」と共に感じ、考えて欲しいとい
うのが筆者の想いだ。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3 作品としてデザイン及び制作した「わたしの物語」 



 
3. シンポジウムにおいて⼝頭発表の実施                                                                                                       
⿓花 慶⼦、「ファッションの概念を考察する：ナラティブ・アプローチによる「わた
し」の経験の再解釈から / Reflecting on the concept of  fashion: a narrative approach to 
the reinterpretation of the experience of "me"」    
International Conference & Workshop A/R/P(Art/Research/Practice) 2021、於東京芸術⼤
学、2021 年 10 ⽉    
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